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会長挨拶

一般社団法人大阪市学校歯科医会　会長　岡本　卓士　

　厳しい暑さが毎日続くこの頃ですが、会員の皆様におかれましては、益々ご健勝にお過
ごしのことと拝察いたします。日頃は学校歯科保健の活動や大阪市学校歯科医会の事業に
ご協力賜わり、厚く御礼申し上げます。
　大阪市学校歯科医会は一般社団法人になって二期目を迎えて、６月25日に開催された
通常総会におきまして役員選任が承認され、新執行部を発足させました。そして、総会後
の臨時理事会におきまして次期会長に選出され、平成27年・28年の大阪市学校歯科医会
を運営する重責を担う事になりました。大阪市の学校歯科保健の発展のために役員の先生
方と共に職責を果たしていきたいと思っていますので、ご支援ご協力をよろしくお願い申
しあげます。
　２カ月前の５月17日に、大阪市を廃止して５つの特別区に再編する大阪都構想の賛否
を問う住民投票が実施されました。開票結果は反対票が10,741票という僅差で上回りま
したので、大阪都構想は否決され、大阪市も２年後の解体は無くなり存続が決定しました。
それに伴いまして大阪市学校歯科医会も平成29年４月での解散は無くなり、86年間の歴
史を閉じることなく存続が決まったことは誠に喜ばしい出来事でございました。
　住民投票でもし賛成票が上回って大阪市が５つの特別区に再編された場合は、大阪市教
育委員会も解散し、特別区ごとに区教育委員会が編成される事になっておりました。それ
によって、大阪市学校歯科医会は中央区・東区・南区・北区・湾岸区の５つの学校歯科医
会に分割されたと思われます。しかし、この５つの学校歯科医会の新たな組織作りのため
に、会員の先生方は膨大な労力と時間を要する作業を強いられたと想像できます。また、
各区ごとの教育委員会と連携をとって幼稚園から中学校までの学校歯科保健事業の同じ規
模での継続は困難が予想されました。それに日本学校歯科医会の所属団体では無くなりま
すので、日学歯と共催している数多くの学校歯科保健事業も中止となり、また、政令指定
都市でも無くなりますので、他の指定都市と連携している事業も継続できなくなるところ
でした。
　存亡の危機を迎えていた大阪市学校歯科医会でしたが、大阪府歯科医師会には反対運動
の連携をお願いしたり、会員の皆様には住民投票へのお願い文を発送するなどの運動を展
開してまいりました。大阪都構想を否決して大阪市の学校歯科保健事業の継続のためにご
尽力頂いた関係各位の皆様には厚く御礼を申し上げます。
　大阪市学校歯科医会は継続が決まりましたが　それに慢心することなく初心に返って、
さらに大阪市の学校歯科保健の事業を充実し発展させて行きたいと思っておりますので、
会員の皆様のさらなるご指導ご鞭撻をお願い申し上げます。 
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一般社団法人大阪市学校歯科医会　平成27・28年度　役員名簿
役職名 氏名 担当 支部 担当校園名
会　　長 岡　本　卓　士 － 生　野　区 生野中学校
副 会 長 西　川　　　肇 学術・管理 城　東　区 鯰江小学校
〃 井　手　成　信 会計・福祉 西　　　区 西高等学校
〃 長　崎　三　男 総務・広報 住�之�江�区 平林小学校

専務理事 西　本　達　哉 総　　　括 天�王�寺�区 天王寺小学校
常務理事 羽　生　卓　也 総務・広報 生　野　区 林寺小学校
〃 林　　　昭　典 学術・管理 生　野　区 東小路小学校
〃 河　野　好　昭 管理・総務 西　　　区 西中学校
〃 美　島　達　平 広報・福祉 北区・大淀 豊崎中学校
〃 川　上　　　力 福祉・学術 鶴　見　区 横堤小学校
〃 藤　野　康　徳 会　　　計 淀　川　区 新北野中学校

理　　事 松　田　隆　光 学術・総務 中央区・東 南小学校
〃 長谷川　貴　一 学術・福祉 浪　速　区 難波中学校
〃 村　尾　直　人 管理・会計 西　　　区 堀江小学校
〃 上　田　裕　彦 学術・広報 城　東　区 菫中学校
〃 柳　田　和　彦 学術・管理 住�之�江�区 南港北中学校
〃 普光江　　　暁 学術・福祉 西�淀�川�区 大和田幼稚園
〃 梅　本　　　匡 学術・広報 都　島　区 桜宮小学校
〃 長谷川　昌　徳 学術・管理 此　花　区 此花中学校

監　　事 加　藤　仁　朗 － 東　成　区 深江小学校
〃 曽　我　時　雄 － 天�王�寺�区 大阪ビジネスフロンティア高等学校

事 務 局 伊牟田　裕　加 － － －

大阪市学校歯科医会役員紹介
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専務理事
西本　達哉

常務理事
羽生　卓也

常務理事
林　昭典

常務理事
河野　好昭

常務理事
美島　達平

理　事
村尾　直人

理　事
上田　裕彦

理　事
柳田　和彦

理　事
普光江　暁

理　事
梅本　匤

会　長
岡本　卓士

副会長
西川　肇

副会長
井手　成信

副会長
長崎　三男

常務理事
川上　力

常務理事
藤野　康徳

理　事
松田　隆光

理　事
長谷川　貴一

理　事
長谷川　昌徳

監　事
加藤　仁朗

監　事
曽我　時雄

事務局
伊牟田　裕加
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　平成26年度の会員研修会は、12月6日
（土）午後3時から大阪府歯科医師会館の大
ホールにおいて、みらいクリニック院長の
今井一彰先生の講演会を開催致しました。
今井一彰先生は鼻呼吸への改善を行なう

「あいうべ体操」を考案されて、それが全
身の健康にも繋がる様子が雑誌やテレビ
でも紹介されるなど全国的にも大変著名
な先生であられます。そこで、今回の会員
研修会は大阪府歯科医師会の後援のもと、

大阪府歯科医師会の雑誌に案内状を掲載して、市学歯の会員以外にも参加を呼び掛けまし
た。当日は学校歯科医だけでなく、府内の歯科医師や診療所のスタッフの参加も多く見ら
れて、最後まで熱心に聴講して頂けました。

日　　時　平成26年12月６日（土）　午後３時～５時
後　　援　一般社団法人　大阪府歯科医師会
講　　師　今井 一彰 先生　ライフデザイナー　みらいクリニック院長
演　　題　学校保健における「口呼吸から鼻呼吸へ」の改善法について

～あいうべ体操で鼻呼吸を～
参 加 者　市学歯会員160名　歯科医師会会員（大阪市内14名　大阪市外18名）

スタッフ27名　学校関係者２名
講演要旨
　学校保健において、口呼吸をする子どもたちが多く見受けられます。その口呼吸に
よって、口腔内は乾燥状態になり、唾液の排出が抑制されますので、口臭・むし歯・歯
周病・歯列不正などのさまざまな障害を引き起こす事が知られています。また、口呼吸
は外気が直接体内に入ることによって、全身症状の悪化を招き、「万病の元」とも言わ
れています。
　講師の今井一彰先生はこの口呼吸から鼻呼吸へと改善される「あいうべ体操」を考案
され、その体操を継続させることによってあらゆる病気の原因治療につなげようとされ
ています。学校歯科保健におきましても、子どもたちにその体操を実践させることに
よって、一生健康な生活を送れることを期待したいものです。
　現在の学校歯科保健は「食育」をテーマにした保健指導が主に行なわれていますが、
口呼吸から鼻呼吸へと移行する「息育」も実践することによって、さらなる健康観の育
成を目指したいと思います。
資料提供
　市学歯ホームページの会員専用ページと学校保健関係者専用ページにおいて、あいう
べ体操を子ども向けに分かりやすく楽しく説明できるスライドショーをダウンロードで
きるようにしておりますので、ご活用下さい。

◆ 平成26年度　大阪市学校歯科医会　会員研修会 ◆
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　平成26年度の大阪市学校歯科保健研究大会は、平成27年２月19日（木）に大阪府歯科医師
会館大ホールにて開催されました。当日は日本学校歯科医会の清水惠太会長をはじめとする
来賓の方々にご臨席賜り、盛大に挙行することができました。大阪市よい歯の学校幼稚園表
彰と大阪市学校歯科医会表彰の後に、平成26年度歯・口の健康に関する図画・ポスターコン
クールの中央審査会で優秀賞を受賞された西淀川特別支援学校中等部３年島田里奈さんが壇
上に上がって、日本学校歯科医会の清水惠太会長から表彰された時は会場も一段と盛り上が
りました。当日は学校歯科医が98名、学校関係者が321名、総数が432名と多数の参加者で、
２階席まで満席の盛況振りでした。
　第２部の中垣晴男名誉教授の講演も最後まで熱心に聴講していただき、質疑応答には会場
から３題が質問されましたが、中垣先生は懇切丁寧に回答して下さいました。
　中垣先生の講演要旨や講演用スライド、講演資料を市学歯ホームページにおいてＰＤＦ
ファイルで見られるようにしておりますので、日頃の学校歯科保健活動にご活用下さいます
ようお願い申し上げます。
第一部　表彰式
� 司　　会　大阪市学校歯科医会　専務理事　西　本　達　哉
開会の辞　大阪市学校歯科医会　副 会 長　西　川　　　肇
挨　　拶　大阪市教育委員会　委 員 長　大　森　不二雄
　　　　　大阪市学校歯科医会　会　　長　岡　本　卓　士
審査報告　大阪市教育委員会　係　　長　北　　　八重子

平成27年２月19日（木）大阪府歯科医師会館　大 ホ ー ル

大阪市学校歯科保健研究大会
平成26年度（第55回）
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賞状授与
（１）大阪市よい歯の学校・幼稚園表彰（346校）

代表校　管理指導　133校園　新北野中学校　校　　長　井　口　信　茂
保健管理　  68校園　豊崎東小学校　校　　長　江　坂　真　一
保健活動　145校園　中 本 幼 稚 園　養護教諭　井　上　由　希

（２）大阪市学校歯科医会表彰
第52回（平成25年度）全日本学校歯科保健優良校表彰（４校園）
日本学校歯科医会会長賞　靱 幼 稚 園　園　長　西　浦　賢　恵
奨　　　　励　　　　賞　林 寺 小 学 校　校　長　村　田　卓　生
奨　　　　励　　　　賞　文 の 里 中 学 校　校　長　林　　　賢治郎
奨　　　　励　　　　賞　聴覚特別支援学校　教　頭　飯　尾　吉　司

（３）平成26年度歯・口の健康に関する図画・ポスターコンクール　表彰
日本歯科医師会　中央審査会　優秀賞受賞
 西淀川特別支援学校　中等部　３年　島　田　里　奈さん

来賓祝辞　日本学校歯科医会　会　長　清　水　惠　太
大阪府歯科医師会　会　長　太　田　謙　司
大阪市学校保健会　会　長　伯　井　俊　明

第 二 部　学校歯科保健研究協議会
講　　演　演題　生涯にわたる健康管理の基盤となる歯・口の健康づくりの進め方

　－共通生活習慣の指導とセルフチェック力の育成へ－
講師　愛知学院大学　名誉教授　中　垣　晴　男　先生

講演内容　１．8020運動からみた学校における歯・口の健康づくりの大切さ
２．「お口のけんこうづくり点すう」と要保護児童のスクリーニング
３．8020へ向けた学校における歯・口の健康づくり活動の展開
４．健康科学から見た歯・口の健康づくりのキーワード
５．エビデンスのある歯・口の健康づくりの展開：専門家の責任
６．今後の歯・口の健康づくりの進め方、共通生活習慣指導とセルフチェック力育成

　以上の項目で講演されましたが、8020運動を達成させるには学校歯科保健をどのよう
に展開させるのかという新しい視点にたった斬新な講演でした。特に小学校１年～４年の
期間が大切で、その時に望ましい生活習慣を身につけた子どもが8020を達成されると示
唆されました。その手法としては「歯の健康づくり点数票」を示されて、その得点結果を
分析して、共通生活習慣指導とセルフチェック力の育成をするための学校歯科保健の指導
内容を具体的に教えて頂きました。
閉会の辞　大阪市学校歯科医会　副 会 長　井　手　成　信
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■ 一般社団法人日本学校歯科医会　第86回　臨時総会 ■

日　時　平成27年３月24日（火）　午後１時30分～４時30分
場　所　日本歯科医師会館　大会議室　　 　　　　　　　

１．氏　�名　�点　�呼　（出席119名　欠席６名）
２．開　 会　 の　 辞　 副 会 長　齋　藤　愛　夫
３．議事録署名人指名 石　黒　慶　一
 平　塚　靖　規
４．黙　　　　　　祷　 
５．挨　　　　　　拶　 会　　長　清　水　惠　太
６．来　 賓　 挨　 拶� 日歯会長　大久保　満　男
７．会　 長　 表　 彰
８．報　　　　　告
　１）特 別 委 員 会 報 告�
　２）選挙管理委員会報告�
　３）会 務 報 告� 常務理事　土　屋　松　美
　４）会 計 現 況 報 告� 常務理事　長　沼　善　美
　５）各 委 員 会 報 告� 各 委 員 会 担 当 常 務 理 事
　６）臨 時 委 員 会 報 告
　７）中 間 監 査 報 告
９．議　　　　　　事
　第１号議案　一般社団法人日本学校歯科医会　平成27年度事業計画
　第２号議案　一般社団法人日本学校歯科医会　平成27年度収支予算

市学歯からの要望事項
題　目　「学童歯みがき大会の実施校について」 代表会員　西　川　　　肇
要　旨　大阪市では平成27・28年度「生きる力をはぐくむ歯・口の健康づくり推進事業」

を鶴見区の地区単位で行うことになった。そこで、その保健指導の一環として鶴
見区12の小学校において６月４日の学童歯みがき大会に参加すべく、ライオンに
申し込んだが「２月18日の午後５時に応募校が1,200校で７万人を超えたので締
め切った」との回答であった。ライオンの学童歯みがき大会は日学歯の主催事業
でもあるので、推進事業を実施している小学校は優先的に申し込めるか、校数を
確保するなど、確実に実施できるように配慮を要望する。

10．そ　　 の　　 他
11．閉　 会　 の　 辞� 副 会 長　由　井　　　孝
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― 平成26年度　第３回　支部長会 ―

日　時　平成27年３月14日（土）　午後１時30分～３時
場　所　大阪府歯科医師会館　第６会議室 　　　　　

開会のことば� 副 会 長　井　手　成　信
会  長  挨  拶� 会　　長　岡　本　卓　士
会��務��報��告　（10月20日～３月14日）� 専務理事　西　本　達　哉
報��告��事��項
　１．第78回全国学校歯科保健研究大会� 常務理事　羽　生　卓　也
　２．第64回全国学校保健研究大会・全国学校歯科医協議会� 理　　事　上　田　裕　彦
　３．会員研修会� 常務理事　林　　　昭　典
　４．合同事業打合せ会� 副 会 長　井　手　成　信
　５．第55回大阪市学校歯科保健研究大会� 常務理事　林　　　昭　典
　６．大阪市学校歯科医会　新年互礼会並びに受賞祝賀会� 副 会 長　長　崎　三　男
　７．大阪府学校歯科医会　関連� 会　　長　岡　本　卓　士

・二学歯連絡協議会
・第58回（平成26年度）大阪府学校歯科保健研究大会
・平成26年度大阪府立髙等学校歯科医会受賞祝賀会
・平成26年度大阪府学校歯科医会受賞祝賀会

　８．日本学校歯科医会　関連
・加盟団体長会議� 会　　長　岡　本　卓　士
・学術委員会全体委員会� 専務理事　西　本　達　哉

　９．大阪市学校保健会　常任理事・理事会� 副 会 長　長　崎　三　男
　10．会員名簿の作成について� 常務理事　河　野　好　昭
　11．平成27年度新任学校歯科医・基礎研修　合同研修会� 常務理事　林　　　昭　典
　12．生きる力をはぐくむ歯・口の健康づくり推進事業の実施地区� 常務理事　川　上　　　力
　13．年間活動報告書と中学校　歯・口の健康づくり実施報告書� 常務理事　羽　生　卓　也
　14．平成26年度大阪市立学校ＤＭＦＴ指数調査結果について� 副 会 長　井　手　成　信
　15．会員への検診に関するお願いについて� 会　　長　岡　本　卓　士
　16．幼稚園歯みがき指導　平成26年度実施状況について� 会　　長　岡　本　卓　士
　17．毎日放送における探針の使用方法に関する報道について� 会　　長　岡　本　卓　士
　18．社会見学会の開催について� 常務理事　川　上　　　力
　19．その他
　　　・添付資料�市学歯ホームページ更新情報
質��疑��応��答
閉会のことば� 副 会 長　長　崎　三　男
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― 平成27年度　第１回　支部長会 ―

日　時　平成27年６月20日（土）　午後１時30分～３時

場　所　大阪府歯科医師会館　第６会議室 　　　　　

開会のことば� 副 会 長　西　川　　　肇

会  長  挨  拶� 会　　長　岡　本　卓　士

会��務��報��告　（３月15日～６月19日）� 専務理事　西　本　達　哉

報��告��事��項
　１．平成26年度臨時総会� 専務理事　西　本　達　哉
　２．日本学校歯科医会 第86回総会� 副 会 長　井　手　成　信
　３．大阪市歯科保健事業会議� 理　　事　上　田　裕　彦
　４．新任学校歯科医・基礎研修�合同研修会� 常務理事　林　　　昭　典
　５．第66回指定都市学校保健協議会前日歯科保健協議会� 副 会 長　西　川　　　肇
　　　第66回指定都市学校保健協議会� 常務理事　羽　生　卓　也
　６．第53回全日本学校歯科保健優良校表彰選考と説明会� 副 会 長　長　崎　三　男
　７．大阪府学校歯科連合会� 副 会 長　井　手　成　信
　８．社会見学会開催報告� 常務理事　川　上　　　力
　９．会員研修会などの学術関連の今後の予定について� 副 会 長　西　川　　　肇
　10．各支部における会員研修会の開催状況について� 常務理事　林　　　昭　典
　11．年間活動報告書の返送と集計結果について� 会　　長　岡　本　卓　士
　12．中学校�歯・口の健康づくり実施状況と集計結果� 常務理事　羽　生　卓　也
　13．市学歯会報169号の発行について� 常務理事　美　島　達　平
　14．会員原簿作成と会員名簿の発行について� 常務理事　河　野　好　昭
　15．学童歯みがき大会への協力参加状況� 会　　長　岡　本　卓　士
　16．鶴見区での「生きる力をはぐくむ推進事業」について� 常務理事　川　上　　　力
　17．喪失歯の検出とCO・GO未検出会員への対応� 会　　長　岡　本　卓　士
　18．その他
質��疑��応��答
閉会のことば� 副 会 長　井　手　成　信
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― 平成26年度　臨時総会 ―

日　時　平成27年３月26日（木）　午後２時～
場　所　大阪府歯科医師会館　第６会議室 　

総会次第
１．氏　�名　�点　�呼 常務理事　羽　生　卓　也
　　　会員数509名中、出席29名、委任状409名　合計438名で総会は成立
２．開 会 の こ と ば 副 会 長　西　川　　　肇
３．会　�長�　挨�　拶 会　　長　岡　本　卓　士
４．来　 賓　 祝　 辞 大阪市教育委員会　課　　長　黒　野　大　輔
５．議　�長　�選　�出 北 区 北　中　谷　　　勝
６．議事録署名人指名 阿倍野区　出　口　和　邦
 阿倍野区　川　西　旭　彦
７．物故会員に黙祷
８．会　�務　�報　�告 専務理事　西　本　達　哉
９．議　　　　　　案
　第１号議案　一般社団法人大阪市学校歯科医会　平成27年度�事業計画案承認の件

　議長は発言し、議案の提案理由について専務理事に説明を求め、専務理事は平
成27年度事業計画案について説明を行った。全員異議なくこれを承認した。

　第２号議案　一般社団法人大阪市学校歯科医会　平成27年度�歳入出予算案承認の件
　議長は発言し、議案の提案理由について会計担当常務理事に説明を求め、
会計担当常務理事は平成27年度歳入歳出予算案について説明を行った。全員
異議なくこれを承認した。

　質�疑�応�答
（１）５月１７日の住民投票は役員で議論しているのか？（東淀川区�辻本�宣一先生）
（岡本会長）　反対運動は府歯にも協力を得たいので、この後、臨時理事会を開催して、

太田謙司会長宛に出す要望書を検討する。大阪市が解体されて、５区の特
別区になると各区が８０～１００名程度の会員となり、規模が小さくなって、
現在の事業は到底できないと考えている。大阪市民にとって都構想は何ひと
つ良いことがないので、先日の支部長会や各区の支部総会でも反対票を投じ
てもらうようお願いした。橋下市長の言う経済効果より、子どもの健康づく
りの継続を重視したいと考えている。

（２）住民投票で可決されると府学歯と一緒になるのか？（東淀川区�辻本�宣一先生）
（岡本会長）　府学歯の合併よりも５つの特別区に編成される区学校歯科医会の業務を管

轄できるようにしたい。万が一、可決されても実施まで２年間あるので、慎
重に考えて対処したい。

10．閉 会 の こ と ば 副 会 長　井　手　成　信
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― 平成27年度　通常総会 ―

日　時　平成27年６月25日（木）　午後２時～
場　所　大阪府歯科医師会館　第６会議室 　

総会次第
１．氏　�名　�点　�呼 常務理事　羽　生　卓　也
　　　会員総数506名中、出席会員は29名、委任状385名　合計414名で総会は成立
２．開 会 の こ と ば 副 会 長　西　川　　　肇
３．会　�長�　挨�　拶 会　　長　岡　本　卓　士
４．来　 賓　 祝　 辞 大阪市教育委員会　課　　長　黒　野　大　輔
５．議　�長　�選　�出 北 区 北　中　谷　　　勝
６．議事録署名人指名 生 野 区　山　田　伸　治

生 野 区　入　船　英　綱
７．物故会員に黙祷
８．会　�務　�報　�告 専務理事　西　本　達　哉
９．議　　　　　　案
　第１号議案　一般社団法人大阪市学校歯科医会　平成26年度事業報告の承認を求める件

　議長は発言し、議案の提案理由について専務理事に説明を求め、専務理事
は平成26年度事業報告について説明を行った。全員異議なくこれを承認した。

　第２号議案　一般社団法人大阪市学校歯科医会　平成26年度歳入出決算の承認を求める件
　議長は発言し、議案の提案理由について会計担当常務理事に説明を求め、
会計担当常務理事は平成26年度歳入歳出決算について説明を行い、ついで監
事が監査報告を行った。全員異議なくこれを承認した。

　第３号議案　一般社団法人大阪市学校歯科医会　平成27・28年度理事及び監事選出の件
　議長は発言し、提案理由を専務に求めた。専務は従来の選考委員制を取る
ことを説明し、議長に取り計らいを依頼した。全員異議なくこれを承認した。
５名の選考委員が指名され、会長もオブザーバーとして参加し退出した。選
考委員長より平成27・28年度の理事と監事が発表された。全員異議なくこれ
を承認した。

　　質����疑����応����答
10．閉 会 の こ と ば 副 会 長　井　手　成　信



―�14�―

　平成27年度新任学校歯科医研修会は例年通り、日
学歯の基礎研修会の課程を修了できるように合同研
修会の形式にして、下記のとおりに開催されました。
参加された16名の先生方は最後まで熱心に受講して
頂きました。最後に受講者を代表して、北区の岡田
修二先生に新任学校歯科医研修会と基礎研修会の２
つの受講修了書が手渡され、研修会は終了しました。
日　　時 平成27年４月16日（木）　午後２時～５時30分
場　　所 大阪府歯科医師会館　第６会議室
受 講 者 平成26年度から大阪市立学校の学校歯科医に就任した15名
 前年の新任学校歯科医研修会の未受講１名
日　　程  司　会　専務理事　西　本　達　哉
 １．開 会 の 辞 副 会 長　西　川　　　肇
 ２．会 長 挨 拶 会　　長　岡　本　卓　士
 ３．大阪市教育委員会挨拶 係　　長　曽我部　しのぶ
 ４．大阪市教育委員会紹介
 ５．新入会員自己紹介・大阪市学校歯科医会役員紹介
 ６．研修会資料の確認と説明 専務理事　西　本　達　哉
 ７．研　　　　修
 　・学校保健安全法　学校歯科医の法的身分について
  大阪市教育委員会　係　　長　曽我部　しのぶ

※平成23年から施行された学校安全法など学校歯科の法律関連の解説を行う。
 　・日本スポーツ振興センター法　学校医療券について
  大阪市教育委員会　学校保健担当　指導主事　松　永　かおり

※学校内での外傷による障害見舞金と学校医療券の取扱いについて解説する。
 　・学校歯科保健の目的と意義
  大阪市学校歯科医会　常務理事　川　上　　　力

※学校歯科保健の目標とそれを実現するための学校歯科医の職務や学校保健関係
者との組織活動を解説する。

 　・学校歯科保健の活動内容について
  大阪市学校歯科医会　理　　事　柳　田　和　彦
 　・定期健康診断での診査方法とその診断基準について
  大阪市学校歯科医会　理　　事　上　田　裕　彦

※健康診断の意義や目的、診査方法とその診断基準について解説する。また、診
査時の注意事項や事後措置・臨時健康診断・就学時健康診断を説明する。

 　・市学歯ホームページの紹介と資料ダウンロードの活用方法について
大阪市学校歯科医会　常務理事　林　　　昭　典

※本日の研修会の補足説明を行い、市学歯ホームページの紹介と収納してある学
校歯科保健教材の活用方法を解説する。

 ８．質 疑 応 答
 ９．学術部・福祉部・管理部・広報部・会計部からのお知らせ
　　　　　 10．修了書の授与
　　　　　 11．閉 会 の 辞 副 会 長　井　手　成　信
　この研修会で解説に使用されたました平成27年度新任学校歯科医研修会のテキスト
を市学歯ホームページにて閲覧できるようにしております。４名の理事が講演した内
容を項目別に掲載しておりますので、日頃の学校歯科保健にご活用下さい。

平成27年度　新任学校歯科医　基礎研修会　合同研修会



―�15�―

平成27年度　新任学校歯科医　平成26年度　退任学校歯科医

※敬称略

支部 園・学校 新　　　任
学校歯科医

退　　　任
学校歯科医

北・北 滝 川 幼 稚 園 岡 田 修 二 森 田 耕 造

西 九 条 東 小 学 校 河 野 太 郎 関 根 紀 彦

港 築 港 小 学 校 金 田 一 弘 金 田 順 三

大　正 鶴 浜 小 学 校 － 大家潤一郎 鶴町小学校と統合の為閉校

大　正 泉 尾 北 小 学 校 大家潤一郎 杉 本 明 貞

天王寺 桃 陽 小 学 校 川 本 雅 行 土 居 將 男

天王寺 聖 和 小 学 校 福 井 恵 介 宮 嵜 忠 之

浪　速 なにわ高等特別支援学校 新 開 ● 明 － 新設校

西淀川 出 来 島 小 学 校 池田眞理子 名 取 ● 淳

東淀川 井 高 野 中 学 校 多 田 俊 彦 正 岡 治 彦

東淀川 東 淀 川 特 別 支 援 学 校 黒 田 祐 彰 － 新設校

東　成 北 中 道 小 学 校 須 田 成 雄 天 上 吉 隆

城　東 放 出 小 学 校 丸 山 太 郎 大 東 美 穂

鶴　見 緑 中 学 校 尹 ● 聖 澤 尾 本 儀 一

阿倍野 高 松 小 学 校 藤 井 敏 郎 三光寺克彦

住之江 真 住 中 学 校 金 沢 甲 哲 吾 妻 昭 夫

住　吉 大 空 小 学 校 吉 川 雅 清 吉 川 義 久

西　成 玉 出 幼 稚 園 井 上 光 司 新 井 健 一

西　成 津 守 幼 稚 園 － 韓 ● 哲 三 廃園

西　成 萩 之 茶 屋 小 学 校

光 満 寛 典

後 藤 ● 進

新設　新今宮小学校西　成 今 宮 小 学 校 光 満 寛 典

西　成 弘 治 小 学 校 六 車 卓 生

西　成 梅 南 小 学 校
鍬 形 充 理

鍬 形 充 理
新設　梅南津守小学校

西　成 津 守 小 学 校 佐久間庸光

西　成 梅 南 中 学 校 韓 ● 哲 三 堀 口 陽 万
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新任学校歯科医の就任にあたって

　昨年まで東淀川区井高野中学校にて学校
歯科医を務められた正岡治彦先生が体調を
崩され、急遽ご推薦いただいた多田俊彦と
申します。
　学校歯科医会に入会し、地元の学校のお
役に立つ機会をいただくことと成りまし
た。

　私はこの地域で50年間お世話になった
地元の小学校出身で、今度の事も何かのご
縁と感慨深い想いで居ります。
　最後のご奉公のつもりで務めさせていた
だきますので、どうぞご指導賜りますよう
よろしくお願い申し上げます。

多田　俊彦
（東淀川区支部）

　今般、天王寺区聖和小学校の学校歯科医
を拝命致しました福井恵介です。
　昭和60年３月に大学を卒業し、丁度30
年が経過してのデビューです。
　厚生労働省の管轄下で開業医として長く
診療に従事しておりましたが、文部科学省
の管轄下で学校歯科医としても活動する事
に新鮮な気分になりました。

　長く御世話になっている地域での小学生
の健康と成長に関与させていただく事に喜
びと緊張を感じております。
　これから一年一年学校歯科医として研鑽
を積み、地域の健康増進に少しでも貢献で
きる様に努力したいと思います。
　今後とも何卒宜しくご指導ご鞭撻賜りま
す様お願い申し上げます。

福井　恵介
（天王寺区支部）

　鶴見区緑中学校の学校歯科医を新しくさ
せて頂く事になりました。
　先日、新任学校歯科医研修会に参加させ
て頂き、検診はもとより、学校保健活動の
重要性と、その職務の重大さを学び又、感
じております。学校歯科医としてのノウハ
ウを、しっかり努力し研鑽を積んでいきた
いと思っております。

　生徒たちを、口腔内だけの健康診断にと
どまらず、全身的に、又生活環境的な事も
把握し、診断ができるよう、精進して参り
たいと思います。そして、私自身、地域社
会に少しでも貢献していけるよう、頑張っ
ていきたいと思います。どうぞ、ご指導賜
りますよう、宜しくお願い申し上げます。

尹　聖澤
（鶴見区支部）
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第66回　指定都市学校保健協議会　前日歯科保健協議会

日　時　平成27年５月16日（土）　　 　　　　　
場　所　名古屋栄　東急REIホテル（旧東急イン）

司　会　名古屋市学校歯科医会　副　会　長　伊　藤　裕一郎
座　長　名古屋市学校歯科医会　副　会　長　向　田　吉　範

１．開�会�の�辞 前日歯科保健協議会　実行委員長　松　浦　和　典
２．主催者挨拶 名古屋市学校歯科医会　会　　　長　藤　井　義　久
３．参�加�都�市　札 幌 市  ３名・横 浜 市 ６名・大 阪 市 ６名・堺　　市 ５名
　　　　　　　　神 戸 市  ２名・岡 山 市 ５名・北九州市 ４名・福 岡 市 ５名
　　　　　　　　名古屋市 28名 合計64名
４．市学歯からの参加者　会　　長　岡　本　卓　士　・　副 会 長　西　川　　　肇
　　　　　　　　　　　　副 会 長　井　手　成　信　・　専務理事　西　本　達　哉
　　　　　　　　　　　　常務理事　林　　　昭　典　・　常務理事　羽　生　卓　也
５．各都市からの事業紹介

１．大阪市学校歯科医会
内容：大阪市の中学校における学校歯科医と養護教諭による保健指導について
☆西本専務が第５回歯・口の健康づくり研修会の体験実習の様子や中学校で実施さ

れている「歯・口の健康づくり」の保健指導内容を紹介しました。
２．神戸市歯科医師会
内容：神戸市よい歯の表彰

３．名古屋市学校歯科医会
内容：歯列・咬合の基準に関する新しい試み

６．協�議�事�項
１．各学校への通知などはスムーズに流れていますか。 （札幌）
２．学校での講話に対するための会員向けのマニュアルは作成されていますか。 （堺）
３．学校歯科保健結果の統計は文科省の分類以外にも捉えていますか。 （岡山）
４．学校保健会以外で他の部会の学校医部会、学校薬剤師会との交流はありますか。

また、共催で行っている事業はありますか。 （神戸）
５．養護教員部会と協議を行っていますか。行っている場合、その内容を教えて下さい。

 （北九州）
６．日学歯の生きる力をはぐくむ推進事業への協力体制について （大阪）
７．パワーポイント等講話用資料の共用について （神戸）
８．学校歯科検診と歯科医院における診断結果が異なる事への理解・浸透について
 （北九州）

７．次回静岡市での協議会開催について（各都市からのアンケート結果から）
　来年５月に静岡市で開催される第67回前日学校歯科保健協議会は静岡市が本会を脱
退しているので、名古屋市と大阪市が共同開催する運びになりました。大阪市は協議会
の部門を担当することになり、当日の協議内容の決定や進行を行います。

８．閉�会�の�辞 名古屋市学校歯科医会　副　会　長　高　村　秀　平
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常務理事　羽生　卓也
第66回　指定都市学校保健協議会　前日歯科保健協議会に参加して

　当協議会は指定都市学校保健協議会に先
立って、毎回その前日に行われる歯科に限
定した会議で、学校歯科保健に関する都市
部特有の問題の提起及びその解決について
の意見交換や情報の共有を目的として行わ
れています。
　まず各都市からの事業紹介が行われまし
たが、今回は３都市が発表し、最初に当会
が西本達哉専務理事を演者として ｢大阪市
の中学校における学校歯科医と養護教諭に
よる保健指導について｣ と題して以下の発
表を行いました。
　（１）昨年島根県松江市の全国大会にお
いて同テーマについて掲示したポスターの
発表事項の説明。つまり大阪市では市立中
学校で実施していた ｢歯・口の健康教室｣
への歯科衛生士派遣の中止を契機にT・T
方式による学校歯科医と養護教諭の保健指
導へ移行した。そして、新たに開始した「歯
・口の健康づくり」の為の実習を伴う研修
会を行ったところ、従来より多くの中学校
で指導が実施されるようになり、学校歯科
医の意識も変わり、学校保健委員の参加や
他の学校歯科保健事業の執務率が向上する
等、却って学校歯科医と学校や養護教諭と
の連携が深まったという事例の紹介。
　（２）平成26年度に開催した「フッ化物
指導者講習会」について。
　（３）当会の会員研修会について。
　（４）大阪市学校歯科保健研究大会につ
いて。
　（５）５月17日の大阪都構想の是非を問
う住民投票について。
　以上の５項目であります。他に神戸市歯
科医師会が「神戸市よい歯の表彰につい
て」、名古屋市学校歯科医会が ｢学校歯科
検診における不正咬合（M,MO）の問題点
について｣ を各々発表されました。
　次に名古屋市学校歯科医会の向田吉範副
会長を座長として、事前上程された３つ

の議題について
協議に移りまし
た。
　まず、最初に
当会が上程した
｢日学歯の生き
る力を育む　推
進事業への協力
体制について｣。上程理由は ｢大阪市では
区単位で推進事業を行っているので、その
区内の全校に参加してもらっている。当会
では事業協力として、その区の養護教員対
象の説明会や学校歯科医対象の説明会を開
き、過去に実践された推進事業内容を紹介
して、２年間の推進事業が迅速かつ効果的
に行えるようにしている。また、その区の
学校歯科医会に年間10万円の補助金を交
付し、講演会の聴講費用の助成も行ってい
る。日学歯の推進事業に対する各団体の協
力体制をお聞きしたい。｣ というものです。
　他に神戸市歯科医師会の ｢パワーポイン
ト等講話資料の共用について｣ と北九州市
歯科医師会の ｢学校歯科検診と歯科医院に
おける診断結果が異なることへの理解・浸
透について｣ と議題が続き、座長の的確な
補足説明も交えてそれぞれ活発な意見交換
がなされました。更に時間の関係等で前回
の会議で協議できなかった５つの議題が改
めて上程され、最後に次回開催都市の静岡
市について打ち合わせが行われました。岡
本会長からの「静岡市が当協議会を脱退し
ているために、経験豊富な大阪市と名古屋
市がこれに代わるべきである」との提案で、
実質的に大阪・名古屋両市の共同開催の形
をとることに決まりました。役割分担は運
営面を大阪市学校歯科医会が、会場やホテ
ルの選定・手配は名古屋市学校歯科医会が
それぞれ担当することを決定して盛会裡に
協議会を終えました。
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第66回　指定都市学校保健協議会

 １．主　　　催　名古屋市学校保健会　名古屋市教育委員会
 ２．共　　　催　公益財団法人日本学校歯科医会
 ３．後　　　援　文部科学省
 ４．日　　　時　平成27年５月17日（日）　９：00 ～ 16：30
 ５．会　　　場　名古屋国際会議場

＜全 体 協 議 会＞センチュリーホール
＜課題別協議会＞第１分科会　（健康教育）
　　　　　　　　第２分科会　（保健管理）
　　　　　　　　第３分科会　（心の健康）
　　　　　　　　第４分科会　（地域保健）

 ６．主　　　題　子どもの豊かな心と健やかな体を育み、たくましく生き抜く力を培うため
の学校保健活動の推進

 ７．開　会　式　（１）開 会 の 辞
（２）国 歌 斉 唱
（３）開催市挨拶 名古屋市長
（４）主催者挨拶 名古屋市学校保健会　会長
 名古屋市教育長

（５）来 賓 祝 辞 公益財団法人日本学校保健会　会長
（６）閉 式 の 辞 名古屋市医師会　会長

�８．全体協議会　（１）第65回協議会事後処理について　横浜市
（２）第66回協議会運営方法について　名古屋市
（３）次期開催都市の決定・挨拶

�９．記�念�講�演　演　題　トップアスリートから学ぶ子どもの健康づくり
　　　　　　　　　　　　　　　　～ 睡眠・食事・運動 ～

講　師　中京大学　スポーツ科学部　教授　湯浅　景元
　　 ランチョンセミナー　演　題　むし歯ゼロを目指して16年の歩み―120運動
　　　　　　　　講　師　名古屋市学校歯科医会　学校歯科120運動担当
10．課題別協議会　大阪市からの分科会の発表　第１分科会【健康教育】
　　　　　　　　演　題　健康力を高め、たくましく生きる子どもを育てる
　　　　　　　　提言者　大阪市立みどり小学校　校長　宮前　慎一

内　容　大阪市の平成25年・26年の健康づくり推進事業の研究指定校で、
平成27年・28年 生きる力をはぐくむ推進事業の主幹校になった
みどり小学校の健康づくりのための様々な取り組みの様子が詳細
に報告されました。教職員が一丸となって保健授業の充実や食育
の推進、体力向上プランの実践に取り組む様子は大阪市の小学校
の保健教育の模範になる学校と思われます。

11．閉　会　式
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常務理事　羽生　卓也
　生涯を通じて健康で逞しく生きる児童生
徒を育成する為、指定都市学校保健関係者
が当面する健康・安全の諸課題を研究協議
し、学校保健の進展を図ることをその目的
として、当協議会は2015年(平成27年) ５
月17日(日)午前９時より名古屋市熱田区
の名古屋国際会議場で開催されました。今
回のテーマは｢子どもの豊かな心と健やか
な体を育み、逞しく生き抜く力を培う為の
学校保健活動の推進｣。テーマの設定理由
は「近年の経済的・社会的な変化が、特に
大都市で児童生徒の心身の健康に多大な影
響を与え、疾病や障害も多様化・複雑化す
ると共に、いじめや薬物乱用、性の逸脱行
動、精神衛生上の問題点も多発する等、新
たな様相を呈している。こうした状況の中、
子どもたちが将来に亘って心身ともに健康
を保つ為に学校保健の充実を目指すものと
する。」ということであります。
　河村たかし名古屋市長と主催者の挨拶、
来賓祝辞と続いて開会式が終わると協議会
の運営等に関する20分程度の全体協議会
の後、休憩を挟んで記念講演が始まりまし
た。演題は｢トップアスリートから学ぶ子ど
もの健康づくり　～睡眠・食事・運動～　｣。
講師は中京大学スポーツ科学部教授湯浅景
元氏で、現在、中京大学スケート部・部長
として、所属している浅田真央、小塚崇彦
選手らフィギュアスケート選手の教育にも
当っておられます。また、アテネオリンピ
ック・ハンマー投げ金メダリストの室伏広
治選手は湯浅ゼミの出身者です。内容はト
ップクラスの運動選手育成の為に平素から
注意している事柄を、睡眠、食事、運動の
面から分り易く解説したもので、会場の聴
衆に時折簡単な運動をその場でさせながら
楽しく講演されました。
　午後からはランチョンセミナーの後、｢健
康教育｣ ｢保健管理｣ ｢心の健康｣ ｢地域保
健｣ の４つの分科会に分かれて、参加者が
聴きたい協議を自由に選択できる課題別協
議会が行われました。
　当会としては「健康教育」の分科会で提

言を行う大阪
市立みどり小
学校・校長の
宮前慎一先生
の発表を優先
的に聴くよう
にしました。
宮前先生は大
阪市教育委員
会と大阪市学校保健会「健康づくり委員会」
の選定した研究指定校の責任者として、常
日頃より学校保健教育に熱心に取り組ま
れ、次回の日学歯・推進事業を実施する鶴
見区でも、その中心として活躍を期待され
ておられます。提言題は ｢健康力を高め、
たくましく生きる子どもを育てる｣。内容
は以下の通りです。
　｢表題の＜健康力＞を健康・体力の保持増
進についてすすんで学び実践する力と定義
し、本校児童の＜体力不足・怪我が多い・遅
刻が多い・メディアに長時間接している＞
といった実態からくる健康面の課題の克服
に必要なものと考えた。この＜健康力＞を
培う為に次の４項目を４本の柱として平成
25年度から取り組むこととした。」
　（１）基本的な生活習慣の確立
　（２）保健教育(授業)の充実
　（３）食育の推進
　（４）体力向上プランの実践
　次にこの４項目について具体的に解説さ
れ、「教職員が一丸となって健康教育に取
り組み、保護者や地域、各関係機関のバッ
クアップもあり、今ではようやく4本の柱
も骨太に育ってきたことを実感している。
今後もこの取り組みは継続していきたい。
健康教育は全ての学習に繋がる大切な教育
であり、健康づくりは生涯を通して取り組
むべきものであると考える。」宮前先生は
このように提言を結んでおられました。
　さて、今回の協議会では名古屋市学校歯
科医会の先生方にたいへんお世話になりま
した。最後に誌面をお借りして改めて厚く
御礼申し上げる次第です。

第66回　指定都市学校保健協議会に参加して



―�21�―

社会見学会
津波・高潮ステーション

　平成27年度の社会見学会は、５月３０日（土）に西区の阿波座にある「津波・高潮ステーショ
ン」にて開催されました。２時半から研修室で津波・高潮に関するガイダンスを受けて施設
の見学に入りました。まず、大阪市内の海抜０メートル地帯の場所の確認や高潮防災施設の
数々を見て、水門を閉める実演を体験しました。そして、南海トラフ巨大地震で想定される
津波の大阪市内の浸水状況により、自分の生活地域への津波の高さや到達時間などが知る事
ができました。最後の津波災害体感シアターでは床面振動音響スピーカー付きの迫力ある映
像により、巨大地震による津波への対策を学ぶことができました。社会見学会の２日前には
口永良部島の火山が大噴火を起こし、また、当日は小笠原沖でマグニチュード8.1という巨
大地震が発生し、日本で初めて全都道府県で震度を観測するという事態になり、地震・津波
の恐ろしさを実感させられました。
　その後、近くの和洋創作スカイレストランの「エル・シエロ」に会場を移して懇親会を開
催しました。１８階から見える大阪市内の展望を楽しみながら、参加された先生方と情報交
換をして親睦を深めることができました。
　来年も同様の企画を考えて開催しますので、多数のご参加をお待ち致しております。



―�22�―

「津波災害体験に参加して」

　はじめて社会見学会に参加しました。津
波災害体験ということだったので、津波・
高潮ステーションでウェットスーツに着替
えて津波を体験するのかと思っていました
が、体験はダイナキューブという前面側面
床面にひとつながりの映像が映し出される
と共に大音響が発生する特殊な部屋へ入っ
ての体験でした。津波が体感できる迫力の
あるものでした。
　近い将来発生すると思われる南海トラフ
巨大地震が発生したときにおこる津波でど

れだけの地域が水没するかを想定した地図
が床に書いてありましたが、意外なことに
泉州地域よりも大阪市内の方が広い範囲で
水没することがわかりました。また、津波
にどこで遭遇するかわかりませんが、家族
に安否を告げる時は、171番に伝言してお
くことが重要だと思いました。また、その
後に行われた懇親会のお料理は、期待して
いなかったのですが、とてもおいしかった
です。充実した社会見学会でした。役員の
先生方には、感謝感謝です。

森田　年也　
（東淀川区支部）

　去る５月30日、西区にある大阪府の津
波・高潮ステーションに見学に行った。最
近日本列島は御嶽山、箱根、桜島、口永良
部と火山活動が活発化し、いずれ来ると言
われている南海トラフ巨大地震のことが気
にかかる。東日本大震災以来、やはり大阪
市はどのような津波に襲われる可能性があ
るのか一番知りたいところだ。地震が発生
してから約１時間後に津波が大阪市に到達
するそうなので、落ち着いて行動すれば安
全な場所に避難することは可能であろう。
診療時間中であれば、患者さんと従業員を
伴って、誘導しなければならない。伝言ダ
イヤル171を利用すれば混乱した通信状態
でもつながりやすく、家族の安否確認には
これを推薦していた。驚いたことにゼロ
メートル地帯と呼ばれる海面以下の土地に
暮らす市民が私を含め約110万人もいると

いうことだ。大阪湾に達した津波は一番奥
に位置する大阪市に収束するようなルート
で進んでくるので、泉南地方の海岸部に比
べて到達する津波は巨大化するらしい。泉
南の方が危ないと思っていたので、不都合
な情報である。水の都大阪は過去多くの水
害との戦いの歴史でもあり、大阪府・大阪
市は頑丈な鉄扉や水門を海岸沿いに設置
し、年々巨大化する台風による高潮に備え
ている。近年日本各地で様々な自然災害が
発生するが、大阪は幸運なことにほとんど
被害を免れている。そのため大阪は安全だ
とか、災害は起こらないとか、何の根拠も
無く楽観視している市民が多い。私は津
波・高潮ステーションを見学して、客観的
に大阪の地理的地形的現実を知ることがで
きた。多くの市民が見学して学習しておく
ことを勧めたい。

冨本　昌之　
 （港区支部）

社会見学会に参加して
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新支部長就任挨拶

鳥羽　史郎
（大正区支部）

　今期、大阪市学校歯科医会大正区支部長

を務めさせていただきます。

　私自身、大正区で生まれ育ちました。大

正区には幼稚園２園、小学校11校、中学

校４校、高等学校１校があります。他の地

域と同じく当支部においても少子高齢化が

進んでおります。比較的小規模な支部組織

ですので、その特性を活かし、それぞれの

先生方、学校関係者と医科、薬科の先生方

との連携を密にして、

子どもたちの健全な心

身の発達に寄与してい

きたいと考えていま

す。今後ともどうぞよ

ろしく御願いいたしま

す。

薄　�孝
（西淀川区支部）

　この度、大阪市学校歯科医会西淀川区支

部長をさせていただきます。

学校歯科医会の会員になって20数年が経

ちました。

　この20数年には、学校・社会・生活環

境等めまぐるしく変わってきました。

　学校においては、テレビ等のニュースで

さまざまな事例が出てきておりますので、

学校歯科医としては、教職員・保護者・児

童・生徒に口腔衛生に

ついて助言をしていき

たいと思います。

　また、学校歯科医会

支部長としては、会員

が意見や参加をしや

すい環境作りに努め

たいと思っておりま

す。

上田　龍哉
（東住吉区支部）

 前江原執行部からの強いご推薦のもと、
浅学非才の身にありながら、今年度より大
阪市学校歯科医会東住吉区支部長を拝命致
しました。還暦間近のかなり図太くなった
この身でございますが、身の引き締まる想
いで一杯でございます。
 大阪市を解体する都構想が廃案になり、
抜本的なシステム改変は逃れましたが、学
校歯科医としての責務は全うしなければな
りません。

 担当する今川小学校
のみならず、当区全域
の学校保健増進に粉骨
砕身にて参る所存です
ので、今後前執行部同
様、なお一層のご指導
ご鞭撻賜りますよう伏
してお願い申し上げ、
就任の挨拶とさせてい
ただきます。
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新支部長就任挨拶

　今後の活動において

は漠然としか思い浮か

びませんが、歯・口を

清潔に保つことの大

切さや、大事に守る経

験を通して生活習慣

の大切さに気づいて

もらい、児童たちに

自律的な健康づくりの

重要性を学んでもらいたいと思っておりま

す。

　まだまだ、勉強不足でわからないことば

かりですので、諸先生方にはご迷惑おかけ

しますがご指導ご教授の程よろしくお願い

致します。

長谷川　昌徳
（此花区支部）

　この度、大阪市学校歯科医会此花区支部

長に就任させて頂くこととなりました。

　支部長就任にあたり、改めて「むし歯」

がある児童の割合の推移を拝見いたしまし

た。すると、昨年度の12歳児のDMFT指

数平均がなんと1.0を切る勢いで減少して

おり、30年前の約５分の１という想像を

越える減少スピードでした。また、治療が

済んでいない未処置歯が有る割合も、幼小

中高生の全ての段階で過去最良でした。

　大変驚いたと同時に、現場にて児童に保

健活動を行ってこられた学校の保健関係者

や学校歯科医会の皆様に敬意を払い、私も

その一員として務めていかなければならな

いという責任の重さを感じております。

　今年度より、大阪市学校歯科医会西成区

支部長に就任させて頂きます、清水永守で

す。平成16年より南津守小学校の校医を

させて頂いております。

　まず、最初に大阪都構想が反対で終わっ

たことに安堵しております。西成区でも３

校が廃校となり、橋下市長によりスーパー

今宮小中学校がこの４月より始まりました

が、もうひとつ盛り上がらず、人気がない

ようです。

　少子高齢化の時代が進み、子どもの数は

減少し、むし歯の数も減少しております

が、歯肉炎、不正咬合、

不正歯列は増えている

ように思います。その

ところをしっかり指導

していきたいと思いま

す。また、大阪市学校

歯科医会と密に連携し

て頑張っていきたいと

思いますので、宜しく

お願いいたします。

清水　永守
（西成区支部）
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浪速区支部研修会 報告書
日 　 　 時 平成２７年２月１２日　木曜日（１４時００分～１６時３０分）
場 　 　 所 浪速区民センター　第５会議室
演 　 　 題 平成２６年度　浪速区学校保健協議会　学校歯科医と養護教諭の懇談会

講 演 内 容

　養護教諭からの事前アンケートで質問事項を集めて、それに対して学校歯科
医が分担して回答した。
　事前質問の内容は下記の通りである。
・指導教材　・外傷による歯牙破折　脱臼　・咬合　　　　・シーラント
・フッ素　　・歯みがきのタイミング　　��・治療について
　これらの質問に対して、フッ素は長谷川貴一先生が昨年のフッ化物指導者講
習会のスライドを短くまとめて回答され、指導教材は、市学歯のホームページ
に掲載されているあいうべ体操のファイルをパスワードから紹介された。咬合
は矯正専門医が、外傷は外傷の洋書の翻訳に関わった先生が回答された。
　その後Ａ・Ｂ・Ｃのテーブルに別れて座り、各テーブルでは学校歯科医と養
護教諭が普段の学校歯科保健について自由に意見を出し合って話しあった。そ
の中で、中学校での昼食後の歯みがきが行なわれていないことや、検診時の協
力医の検診結果が、学校歯科医の検診結果とバラつきが出る問題点などが話し
合われた。
　市学歯からは西本達哉専務理事がオブザーバーとして参加して、最後の挨拶
で懇談会の指導講評を行なった。

城東区支部研修会 報告書
日 　 　 時 平成２７年２月１２日　木曜日（１４時００分～１６時００分）

場 　 　 所 城東区役所　３階　第１会議室

演 　 　 題 日本学校保健会夏季セミナー「思春期の学校歯科保健推進」の伝達講習会

講 　 　 師 放出中学校　養護教諭　大髭�桂子先生

参  加  者 学校歯科医�・�学校関係者�� （３５名）　�

講 演 内 容

　平成２６年８月６日に日本学校保健会が平成２６年度文部科学省補助事業の
「思春期の学校歯科保健推進」研修会の伝達講習会を行なった。
　全国の中学校・高等学校の 48,240 名を対象にした５つのアンケート調査を基
に５名の講師がそれぞれの立場から講演された。
　その生徒への質問内容は次の５領域である。
　（１）歯科保健知識・情報の確認
　（２）健康に対する意識・意欲・実践行動の確認
　（３）生活パターンと課題と感じている健康項目
　（４）問題解決能力と自己肯定感
　（５）思春期のステージを測るための身体・意識変化状況

会員報告書
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生野区支部研修会 報告書
日 　 　 時 平成２７年３月１４日　土曜日（１６時００分～１７時３０分）
場 　 　 所 大阪歯科大学　附属病院　プラザ１４
演 　 　 題 これからの学校歯科保健について
講 師 大阪市学校歯科医会　常務理事　林 昭典先生

講 演 内 容

　特別支援学校や市立高校の府立への移管や、少子化による大阪市の公立小・
中学校の統廃合について報告した。特に生野区内の小学校は児童数の減少が顕
著に見られ、将来迎える統廃合による小学校数の減少や、中学校の選択性や小
中一貫校などが話された。
　また、眞木吉信教授のフッ化物指導者講習会で講演された「歯科医師として
知ってほしいフッ化物応用の新しい考え方」の内容の伝達講習会が行なわれた。
主な講演内容は、
（１）フッ化物歯みがき剤　

歯みがき剤の見分け方、濃度、効果的な使用方法
（２）フッ化物洗口

対象者・実施方法・使用濃度・実施校の様子
（３）フッ化物塗布

効果的な塗布方法　対象者と効果　術式　塗布時の注意事項
現在４年生に行なわれているフッ化物塗布の紹介

（４）局所応用のフッ化物製剤　ライフステージ別のフッ化物応用

天王寺区支部研修会 報告書
日 　 　 時 平成２７年３月１４日　土曜日（１８時００分～１９時００分）
場 　 　 所 ホテルニューオータニ大阪　３階　リバーテラス
演 　 　 題 大阪市学校歯科医会の現状と今後
講 　 　 師 大阪市学校歯科医会　会長　岡本�卓士先生
参  加  者 天王寺区支部会員�� （１４名）　�

講 演 内 容

　市学歯の歴史から話が始まり　松岡会長から辻本会長までの歴代の理事会の
メンバーを紹介しながら、各執行部で行われた事業が紹介された。
　平成26年度の市学歯の活動については、８月の養護教員や学校歯科医対象の
テーブルクリニック形式の第５回歯・口の健康づくり研修会や、その様子をポ
スターにして発表した全国学校歯科保健大会の様子が紹介された。また、12月
のあいうべ体操の会員研修会や、２月に開催された第55回大阪市学校歯科保健
研究大会など、理事が会場を準備する段階からスライドで紹介され、いずれも
歯科医師会館の大ホールが一杯の人であふれるくらいの盛況振りだったことも
紹介された。
　また、フッ化物応用の指導者講習会の講演内容の紹介、市学歯ホームページ
の紹介、市学歯現執行部の紹介など盛りだくさんの内容であった。特に４月か
ら学校歯科医になられる新任の会員も2名参加しており、今日の講演を基に学
校歯科保健を頑張ってくれるよう期待している。

会員報告書
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阿倍野区支部研修会 報告書
日 　 　 時 平成２７年５月２１日　木曜日（１８時００分～）
場 　 　 所 はりま屋　北畠店
演 　 　 題 フッ化物応用の指導者講習会の伝達講習会
講 師 大阪市学校歯科医会　常務理事　林 昭典先生
参 加 者 学校歯科医と歯科医師会会員�� （１８名）　�

講 演 内 容

　大阪都構想の住民投票の４日後だったので、冒頭にその話をした。賛成票と
の差が僅差であったので当会も気を引き締めて今後も事業を行なうと伝え
た。
　去年９月に開催されたフッ化物応用の指導者講習会で眞木吉信教授の
「フッ化物応用の新しい考え方」について
①フッ化物歯みがき剤　②フッ化物歯面塗布法　③フッ化物配合バーニッシュ剤
④フッ化物洗口法に分けて、それぞれの正しい効果的な使用方法について
説明した。
　そして、フッ化物のパブリック・ケアの中で洗口法が効果的であり、対費
用効果が高い。ただ、現在４年生に行なっているトレ―を用いているフッ化
物塗布法の薬剤では効果が弱く再考の余地があると伝えた。
　感想としては、複数の先生が、最近多数のう蝕を持った子どもが見られる
ようになり、公的検診が 1歳半、３歳とあるが就学児検診まで期間が開くこ
とへの疑問が出された。
　また、外国人の子どもで、宗教上の問題で検診時にアルコール消毒が使え
ない事例も起こっており、大阪市立学校に通う外国の子どもに対する学校歯
科保健事業も考える時期に来ているようだ。

西淀川区支部研修会 報告書
日 　 　 時 平成２７年５月２３日　土曜日（１７時００分～１８時００分）
場 　 　 所 貸会議室ユーズツウ　会議室Ｄ室
演 　 　 題 大阪市学校歯科医会の過去・現在・未来
講 　 　 師 大阪市学校歯科医会　会長　岡本�卓士先生
参  加  者 学校歯科医�� （１８名）　�

講 演 内 容

　大阪都構想の住民投票から１週間後だったので、その投票結果を踏まえて、
市学歯の住民投票への対策が話された。西淀川支部の検診結果や集計中の年間
活動報告書の結果を公表して、西淀川支部の学校歯科保健の現状が報告された。
　また、大阪市学校歯科医会のこの十数年間の歴史を過去の写真で紹介し、平
成２６年度の市学歯の活動報告がされた。そして、学校歯科保健の資料をアッ
プしている市学歯ホームページの活用を依頼して、最後に住民投票で存続が決
定した市学歯の未来像についての話と共に協力を依頼した。
　この支部会員研修会の資料として、平成２７年新任学校歯科医研修会用のテ
キストから最新の学校歯科情報や、検診の診断基準などの項目を抜粋して「西
淀川支部会員研修会テキスト」を作成して、当日の参加者に配布した。

会員報告書
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日 　 　 時 平成２６年１１月６日　木曜日（１１時４５分～１２時３０分）

校 園 名 難波元町小学校

対 象 保護者�・�教職員� （２０名）　�

講 師 日野　完夫

演 題 子どもたちに食の教育を

講 演 内 容

　スーパープレゼンティションで取り上げられていた英国人のジェイミーオリ
バーの説を教材として用い、又、管理栄養士の飯島奈美氏の「親子さんの食生
活を見直してみませんか」の話を引用し、親の子どもの食生活管理指導の大切
さと、学校での保健教育の重要さについて述べた。

質 問 事 項

コンビニやスーパーでのインスタント食品の良し悪しの見分け方
◎本校では、平成２７年２月１７日から２月２４日にかけて、２年生の給食の
咀嚼回数をかみかみセンサーによって測定しました。その給食の献立や咀嚼回
数や感想は市学歯のホームページの「歯の知識箱」の項目にアップしておりま
すので、ご参照ください。

日 　 　 時 平成２７年１月２１日　水曜日（１３時１５分～１４時１５分）

校 園 名 大正中央中学校

対 象 生徒� （１３０名）　�

講 師 弘田　和彦

演 題 歯と口の健康教室

講 演 内 容

・口の役割りについて説明
・口の周囲や咬む時に必要な筋肉の説明
・オクルーザルフォースメーターによる咬合力の測定（６～８名の生徒）
・むし歯の発生について説明
・正しい食生活に関して解説
・歯みがき指導用模型を使ってブラッシング指導

質 問 事 項 ・フッ素に関して　『その効果と取り入れ方について』
・動物の歯にもむし歯ができるのか

日 　 　 時 平成２７年３月１９日　木曜日（１６時００分～１７時００分）

校 園 名 阿倍野中学校

対 象 学校保健委員会（生徒�・保護者�・教職員参加）

講 師 坂本　寿美枝

演 題 フッ素の役割りと鼻呼吸の大事さ

講 演 内 容

　生徒たちが「手作りの歯みがき剤を作って文化祭にて発表した」との話を受
けて、フッ素の役割りを話しました。それと、市学歯のホームページからスラ
イドをダウンロードして使用し、鼻呼吸の大事さ、あいうべ体操の話をしまし
た。

会員報告書
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日　　　　時 平成２７年２月１３日　金曜日（１３時２０分～１５時１０分）

場　　　　所 今宮中学校

対　　　　象 生徒� （約６０名）　

講 　師　 名 長谷川　貴一� 学校歯科医の出席（有・ 無 ）　

演　　　　題 子どもの歯を守る懇談会

講��演��内��容

１．むし歯
２．歯肉炎・歯周病
３．咬む力
４．口呼吸
５．たばこの害
の各項目に関してＰＰＦを使用し、レッドコート染色によるブラッシング指導、
噛むカムチェックガム（２回）、位相差顕微鏡、咬合力計を使用し、講話を行った。

質��問��事��項

（１）むし歯が神経までとどいたら、どうするんですか？
（２）長谷川先生は歯が何本ありますか？
（３）噛むカムチェックガムは何処で買えるのですか？
（４）抜けた乳歯で何とか細胞（歯髄幹細胞）って何ですか？�

学校の協力度
　事前の打合せに出向いてこられたり、レッドコート、噛むカムチェックガム
並びに周辺備品の用意、市教委歯科衛生士との連絡など、養護教諭を中心に熱
心に協力していただいた。

感想　課題　反省点

　５時限、６時限と休み時間を挟んでの講話なので、養護教諭からの要望も有
り、位相差顕微鏡、咬合力計、噛むカムチェックガム、染色してのブラッシン
グと実習も多く取り入れてのプログラムを作成した。
　生徒は落ち着いていて、話しやすく、また、反応も良く、講話・実習に対して、
興味深げに取り組んでもらった。
　講話の内容が多岐にわたるため、最初に五つのポイントを項目で示し、最後
に項目を今一度提示して、生徒に確認をとったが、各項目で伝達するポイント
を伝えることが出来たかどうか不安がある。
　反省点として、講話直前に位相差顕微鏡のプレパラートを作製し、画像を確
認し４０分後、講話中に投影しようとしたところ、検体が流れてしまって、確
認に手間取ってしまった。（作成時の水量には十分気をつけたつもりでした。）

子どもの歯を守る懇談会 報告書
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日　　　　時 平成２７年２月１７日　月曜日（１３時２５分～１４時１５分）

場　　　　所 大正東中学校

対　　　　象 １年生 ４クラス� （約２００名）　

講 　師　 名 柳田　和彦� 学校歯科医の出席（無）　

演　　　　題 むし歯と歯周病について

講��演��内��容

・パワーポイントスライドを用いて、むし歯と歯周病についての説明。
　（歯・歯周組織の構造、むし歯の原因、むし歯の進行度、歯周病の原因、
　歯周病の進行度、CO�GO、8020運動について、タバコの影響）
・歯科衛生士によるブラッシング指導（パワーポイントスライド）
・サンスタープロジェクトの動画「ブラッシングを科学する」を上映。

質��問��事��項
質問：歯磨剤はどのようなものを使えばいいですか？
回答：フッ化物配合の歯磨剤を使うよう指導しました。

学校の協力度 大変協力的で養護教諭からまた来年も来て下さいとの要望がありました。

感想　課題　反省点

生徒たちの受講態度は大変良かった。
クイズ形式の質問に対する反応がとても良く、積極的にたくさんの答えを頂き
ました。
学校側のプロジェクターと持参したノートパソコンの接続がうまくいかず、講
演開始前に時間がとられたので、もう少し早めに学校に出向き PC接続等の設
定を確認しておくべきであった。

子どもの歯を守る懇談会 報告書
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 検診にかかった日数（％）
１日 ２日 ３日 ４日以上

幼稚園 小学校 中学校 高等学校 特別支援学校

91.7 

30.0 
40.5 

55.6 

37.5 

6.3 

38.1 
31.0 

16.7 
25.0 

2.1 

24.5 25.0 

11.1 
0.0 0.0 

7.3 3.4 

16.7 

37.5 

 検診延べ時間  （％）

幼稚園 小学校 中学校 高等学校 特別支援学校

85.4 

9.6 6.8 
0.0 

16.7 12.5 

33.1 35.9 

22.2 

0.0 2.1 

25.8 
33.0 

27.8 

66.7 

13.1 
9.7 11.1 

0.0 

12.3 9.7 
5.6 

0.0 
6.2 4.9 

33.3 

16.7 

１時間～２時間 ３時間～４時間 ５時間～６時間

７時間～８時間 ９時間～10時間 10時間以上

　検診日数は小学校は２日間、中学校は１日で行うのが一番多く、３年連続見られました。
幼稚園、高等学校は１日が一番多いのですが、その比率が82％から91％へ46％から55％へ
と上昇して、検診環境が悪くなってきているのが気掛かりです。
　４日間以上の検診日数は小学校は増加しましたが、中学校は減少しました。

　今年初めて調査しました。幼稚園は２時間以内が一番多く、小学校、中学校とも３時間
～４時間が一番多かったです。高等学校は検診人数も多いので10時間以上かけているのが
33.3％でした。小学校と中学校の両方とも約42％が、４時間以内の検診時間であると分り
ました。

年間活動報告書　集計結果
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１日の検診人数　（円グラフ）

幼稚園

中学校

特別支援学校

小学校

高等学校

　幼稚園は100人以内が78％と一番多く、

小学校は100人台が45％、中学校も100人

台が33％と一番多かったです。

　高等学校は400人以上が半分の50％で

した。小学校と中学校でも１日400人以上

検診しているのが８％と17％と多く見受

けられました。

101人～101人～
200人200人
22%22%

０人～０人～
100人100人
78%78%

 
8%8% ０人～０人～

100人100人
21%21%

101人～101人～
200人200人
45%45%

201人～201人～
300人300人
16%16%

301人～301人～
400人400人
10%10%

401人
以上
401人
以上

０人～０人～
100人100人
11%11%

101人～101人～
200人200人
33%33%

401人以上401人以上
17%17%

301人～301人～
400人400人
14%14%

201人～201人～
300人300人
25%25%

101人～101人～
200人200人
25%25%

201人～201人～
300人300人
6%6%

401人以上401人以上
50%50%

301人～301人～
400人400人
19%19%

0人～0人～
100人100人
78%78%

101人～101人～
200人200人
11%11%

301人～301人～
400人400人
11%11%
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0人～0人～
60人60人
50%50%61人～61人～

120人120人
37%37%

121人～121人～
180人180人
13%13%

１時間の検診人数　（円グラフ）

幼稚園

中学校

特別支援学校

小学校

高等学校

　今回、延べ時間を調査した事から、初め
て各校の１時間当たりの検診人数を調査
しました。幼稚園は60人までが一番多く、
小学校も60人までが47％と一番多かった
のですが、61人～ 120人も42％と均衡し
ました。
　中学校は61 ～ 120人が46％と一番多
かったですが、高等学校は180人以上が
38％と一番多かったです。
　１人当たりの検診時間はワンポイントア
ドバイスも加算すると１人１分が理想的
で、１時間当たりの人数は60人以内にす
るのが適当と思われます。しかし、集計結
果の人数は大幅に超えていることから、現
実問題として協力医との検診が数多くの学
校で実施されたようでした。

61人～61人～
120人120人
21%21%

０人～０人～
60人60人
38%38%

 

4%4%

０人～０人～
60人60人
47%47%61人～61人～

120人120人
42%42%

121人～121人～
180人180人
7%7%

180人
以上
180人
以上

０人～０人～
60人60人
37%37%

61人～61人～
120人120人
46%46%

180人以上180人以上
6%6%

121人～121人～
180人180人
11%11% 61人～61人～

120人120人
25%25%

121人～121人～
180人180人
37%37%

180人以上180人以上
38%38%
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平成26年度　中学校　歯・口の健康づくり　調査票　集計結果（25年度との比較表）

市学歯調査回答　　112校　　　回答率　86.1％
25年度 26年度

１．開催状況
実施済み 70校 72校
実施しなかった 41校 40校

２．実施形態について　（複数回答あり）
学年単位の講演形式の保健指導 58校 62校
学級単位の保健指導  2校  1校
検診を活かした個別指導  8校  9校
要観察者を対象にした保健指導  7校  9校
学校保健委員会の開催  7校  7校

実施対象者　（複数回答あり）
１年生 56校 61校
全学年  7校  9校
抽出者　（ＣＯ／ＧＯ／Ｇ／Ｃ）  8校  9校
保健委員  3校  2校
未受診  2校  4校
２年生�・�３年生  2校  3校

３．指導者について　（複数回答あり）
学校歯科医 68校 67校
養護教諭 29校 21校
保健主事�・�教職員 9校 8校
歯科衛生士 12校 15校
保健委員の発表 18校
その他（学校医・大学教授・勤務医）  4校  3校

４．使用した学校保健教材について　（複数回答あり）
指導用ＤＶＤやビデオ 38校 38校
学校歯科保健教材ファイルのスライド 37校 40校
位相差顕微鏡  7校  4校
咬合力計かみかみセンサー  4校 10校
噛むカムチェックガム －  2校
デジタルｐＨメーター  ２校  3校
デジタル糖度�・�濃度計  ３校  3校
歯みがき圧測定器  ２校  3校
歯垢染色液  ６校 10校
歯みがき指導用人形�・�顎模型 10校 13校
フッ化物たまご実験 －  3校
その他（独自のスライド等） 12校  6校
アンケート調査　　感想文 －  8校

５．平成27年度の実施予定について
実施する 63校 62校
検討中 34校 33校
実施しない  5校  8校

６．平成27年度の実施形態について
学年単位の講演形式の保健指導 63校 55校
学級単位の保健指導  2校  5校
検診を活かした個別指導 10校  9校
要観察者を対象にした保健指導  8校 12校
学校保健委員会の開催  6校  7校
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月日 実施時間 学校名 校医名 開催形式 使用教材等
４月10日

８：45 ～ 11：30 中野 野上 全学年
検診の個別指導４月24日

５月８日
４月17日 ８：50 ～ 12：00

阿倍野 坂本 学級単位
検診の個別指導

スライド　歯垢染色
歯科衛生士　助手７月３日 11：50 ～ 15：20

４月23日 ９：00 ～ 11：00 白鷺 岡田 １年生要観察者 教材ファイル
５月９日

13：30 ～ 15：30 東三国 呉城 １年生学年指導 ＤＶＤ　独自のスライド
歯垢染色　顎模型12月13日

５月～６月 ９：00 ～ 12：00 長吉西 古川 全学年の
検診の個別指導

質問事項の事前
アンケート

５月～６月 13：30 ～ 15：30 天満 木下 全学年の要観察者の
保健指導 歯科衛生士出務

６月３日 ８：40 ～ 11：00
文の里 川西

全学年の講演形式の
学年指導 ＤＶＤ�教材ファイル

10月21日 ８：40 ～ 12：00 検診の個別指導 ２年生の保健委員がｐＨ
２月13日 13：45 ～ 15：30 学校保健委員会 糖度学習し発表
７月３日 13：00 ～ 13：30

三国 田中 １年生学年指導
要観察者 ＤＶＤ

11月20日 13：00 ～ 14：00

７月７日 13：25 ～ 14：15 今市 多名部 １年生学年指導 教材ファイル
歯科衛生士出務

７月17日
12：30 ～ 14：20 北稜 渡辺 １年生学年指導

要観察者 ＤＶＤ　顎模型
11月12日

10月２日 ８：50 ～９：40 喜連 槇野 １年生学年指導 ＤＶＤ　教材ファイル
独自スライド

10月６日 13：00 ～ 14：00 大淀 小坂 全学年指導
学校保健委員会 教材ファイル

10月15日 14：00 ～ 14：50 新巽 藤森 １年生学年指導 ＤＶＤ
保健委員が資料作製

10月16日 ９：50 ～ 10：50 南港南 中村 １年生学年指導 ＤＶＤ
10月28日 13：20 ～ 14：10 住之江 澤田 １年生学年指導 ＤＶＤ　教材ファイル

11月５日 14：25 ～ 15：40 東生野 木下 １年生学年指導 教材ファイル
後日に感想や質問あり

11月６日 14：25 ～ 15：15 日本橋 中達 １年生学年指導 ＤＶＤ　咬合力計
顎模型

11月７日 13：25 ～ 14：15 城陽 福本 ２年生学年指導
要観察者指導 ＤＶＤ　教材ファイル

11月７日 13：25 ～ 15：30 生野 岡本 １年生学年指導
教材ファイル　咬合力計
ｐＨ　糖度　歯みがき圧
かみかみガム　人形
フッ化物タマゴ実験

11月７日 14：25 ～ 15：15 高津 加藤 １年生学年指導 ＤＶＤ　顎模型　歯垢染色
歯科衛生士出務　クイズ

11月10日 14：25 ～ 15：15 宮原 玉利 １年生学年指導 ＤＶＤ　顎模型
11月11日 ９：00 ～ 10：00 昭和 岡村 １年生学年指導
11月13日 摂陽 福井 １年生学年指導 教材ファイル

11月13日 14：30 ～ 15：20 菫 上田 １年生学年指導 ＤＶＤ　教材ファイル
歯垢染色　保健委員発表

11月14日 13：00 ～ 14：00 相生 寺野 １年生学年指導
検診の個別指導

教材ファイル
保健委員も指導参加

11月14日 13：50 ～ 14：40 西 河野 １年生学年指導 教材ファイル
保健委員のクイズ形式発表

11月14日 13：20 ～ 14：10 今津 酒匂 １年生学年指導 教材ファイル
11月15日 11：00 ～ 12：00 市岡東 田崎 １年生学年指導 ＤＶＤ　歯垢染色

11月17日 14：20 ～ 15：10 豊崎 美島 １年生学年指導 教材ファイル
感想のアンケート調査あり

11月18日 14：00 ～ 15：00 下福島 高瀬 １年生学年指導 ＤＶＤ　教材ファイル

11月18日 14：00 ～ 15：30 十三 末廣 検診の個別指導
要観察者指導

ＤＶＤ　教材ファイル
歯垢染色　顎模型　手鏡
歯間ブラシ

11月20日 13：30 ～ 14：30 市岡 井村 １年生学年指導 ＤＶＤ　勤務医が出務

11月21日 13：20 ～ 14：10 桜宮 玉井 １年生学年指導 教材ファイル　歯垢染色
顎模型

11月21日 14：25 ～ 15：15 天王寺
（夜間含む） 小室 １年生・２年生

学年指導
ＤＶＤ　教材ファイル
顎模型
オリジナルスライド２月18日 14：25 ～ 15：15

11月22日 13：00 ～ 15：00 大桐 南平 １年生学年指導 スライド　位相差顕微鏡
生徒の研究発表

11月28日 13：30 ～ 14；30 天下茶屋 石原
検診の個別指導
要観察者指導
学校保健委員会

生徒の研究発表
学校医出務

平成26年度　中学校　歯・口の健康づくり　実施状況
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平成26年度　中学校　歯・口の健康づくり　実施状況
月日 実施時間 学校名 校医名 開催形式 使用教材等

11月12日 13：00 ～ 15：00 新北野 藤野 １年生学年指導
ＤＶＤ　教材ファイル
位相差顕微鏡　歯垢染色
人形　フッ化物タマゴ実験

12月２日 14：15 ～ 15：15 阪南 宮田 １年生学年指導 独自のスライドによる講
話

12月３日 13：00 ～ 14：00 井高野 正岡 １年生学年指導 ＤＶＤ

12月４日 13：20 ～ 14：20 加美南 長谷川 １年生学年指導
ＤＶＤ　教材ファイル
事前質問　事後アンケー
ト

12月３日 14：00 ～ 15：00 西淀　 池内 １年生学年指導 ＤＶＤ　歯科衛生士出務
12月３日 14：00 ～ 15：00 春日出 佐々木 １年生学年指導 ＤＶＤ

12月４日 13：20 ～ 15：00 柴島 神谷 検診の個別指導
抽出者

12月11日
13：30 ～ 14：30 放出 柳本 １年生学年指導 ＤＶＤ

12月５日

12月７日 13：30 ～ 15：00 蒲生 鹿谷
１年生要観察者指導
検診の個別指導
学校保健委員会

教材ファイル
事後アンケート

12月９日 15：00 ～ 16：15 咲くや此花 田中 １年生学年指導 ＤＶＤ　歯垢染色
12月９日 14：00 ～ 15：00 港 橋本 １年生学年指導 教材ファイル

12月10日 13：20 ～ 14：10 堀江 松井 １年生学年指導 教材ファイル　咬合力計
ｐＨ　糖度　生徒発表

12月10日 14：25 ～ 15：15 高倉 正田 １年生学年指導 教材ファイル
感想文

12月11日 14：30 ～ 15：30 旭東 吉田 １年生学年指導 教材ファイル　大学教授
オリジナルスライド

12月11日 14：30 ～ 15：20 難波 長谷川 １年生学年指導 教材ファイル　咬合力計

12月12日 13：40 ～ 14：30 鯰江 山本 １年生学年指導 ＤＶＤ　教材ファイル
保健委員発表

12月　日 13：00 ～ 14：00 新北島 細井 １年生学年指導 ＤＶＤ　教材ファイル
養護教諭も講話

１月８日 13：30 ～ 14：30 中島 崎原 １年生学年指導 ＤＶＤ　スライド
噛むカムチェックガム

１月14日 13：30 ～ 14：20 茨田 長崎 １年生学年指導
ＤＶＤ　位相差顕微鏡
咬合力計　歯みがき圧
タマゴ実験

１月15日 14：00 ～ 15：00 長吉 吉田 １年生学年指導 ＤＶＤ　自己所有資料

１月21日 13：35 ～ 14：25 東 西谷 １年生学年指導 咬合力計　生徒参加型へ
かみかみセンサー

１月21日 14：00 ～ 15：00 大正中央 弘田 １年生学年指導 教材ファイル　咬合力計
顎模型　　感想文

１月23日 13：20 ～ 14：10 新東淀 井上
１年生学年指導
要観察者指導
学校保健委員会

ＤＶＤ　教材ファイル

２月４日 茨田北 堤之 １年生学年指導
ＤＶＤ　教材ファイル
位相差顕微鏡　歯垢染色
生徒発表

２月12日 13：30 ～ 15：00 成南 小郷 １年生学年指導 ＤＶＤ　教材ファイル
２月13日 13：25 ～ 14：15 瑞光 中尾 １年生学年指導 ＤＶＤ

２月18日 14：20 ～ 15：10 城東 河見 １年生学年指導 教材ファイル　顎模型
保健委員ポスター発表

２月19日 13：30 ～ 14：30 平野 江上 １年生学年指導 ＤＶＤ　顎模型　歯ブラシ
歯科衛生士出務

２月19日 13：20 ～ 14：10 南 藤原 １年生学年指導 保健委員発表　歯ブラシ
フロス　歯科衛生士も講話

２月26日 14：25 ～ 15：15 淡路 藤原 １年生学年指導 噛むことの講話
保健委員の発表

２月27日 13：30 ～ 14：30 東陽 安井 １年生の学級指導 学校保健委員会出務

３月４日 14：20 ～ 15：10 旭東 稲田 ２年生学年指導 ＤＶＤ　スライド
プリント　顎模型

３月５日 14：30 ～ 16：30 大領 上谷
１年生学年指導
要観察者指導
学校保健委員会

教材ファイル　顎模型

３月６日 13：05 ～ 13：55 友渕 三浦 １年生学年指導
独自のスライド
事前アンケート　感想文
保健委員のクイズ形式発表

３月13日 13：20 ～ 14：10 東淀 辻本 １年生学年指導
学校保健委員会

教材ファイル
学校作成の予防歯科ビデオ
生徒と生徒の寸劇ビデオ

３月　日 淀川 吉村 １年生学年指導 ＤＶＤ　自作プリント

南港北 柳田 １年生学年指導 ＤＶＤ　教材ファイル
クイズ形式歯科衛生士出務

弘済
（分校） 奥野 １年生・２年生指導 養護教諭・歯科衛生士出務

歯垢染色
真住 吾妻 記述無し 記述無し



―�37�―

会務報告
 （H27.1.1 ～ H27.6.30)
平成27年
 １ 月22日（木） 市学歯 第10回 理事会（ホテル日航大阪 ７階 フォンタナ）
 １ 月22日（木） 新年互礼会並びに受賞祝賀会（ホテル日航大阪 ７階 フォンタナ）
 １ 月29日（木） 推進事業 鶴見区養護教員説明会（今津小学校）
 ２ 月 ５ 日（木） 大阪市学校保健会 第２回常任理事・理事会（ヴィアーレ大阪 ５階 会議室アルト）
 ２ 月 ６ 日（金） 日学歯 第１回学術委員会全体委員会（日歯会館 702会議室）
 ２ 月 ７ 日（土） 市学歯 第11回理事会（松下ビル）
 ２ 月12日（木） 浪速区支部合同研修会（浪速区区民センター）
 ２ 月13日（金） 子どもの歯を守る懇談会（今宮中学校）
 ２ 月18日（水） 日学歯 加盟団体長会議　（日歯会館）
 ２ 月19日（木） 平成26年度(第55回)大阪市学校歯科保健研究大会（府歯 大ホール）
 ２ 月22日（日） 学校歯科医生涯専門研修制度 専門研修 組織活動（愛知県歯科医師会館）
 ３ 月 ５ 日（木） 市学歯 第12回理事会（府歯 第６会議室）
 ３ 月14日（土） 市学歯 第３回支部長会（府歯 第６会議室）
 ３ 月14日（土） 生野区支部会員研修会（プラザ14）
 ３ 月14日（土） 天王寺区支部会員研修会（ホテルニューオータニ）
 ３ 月16日（月） 大阪市食育推進連絡調整会議（大阪市役所）
 ３ 月19日（木） 大阪府学校歯科連合会（府歯 第３会議室）
 ３ 月24日（火） 日学歯 第86回 臨時総会（日歯会館）
 ３ 月26日（木） 市学歯 平成26年度 臨時総会（府歯 第６会議室）
 ４ 月 ２ 日（木） 歯科保健事業会議（大阪市役所）
 ４ 月 ９ 日（木） 市学歯 第１回理事会（府歯 第６会議室）
 ４ 月16日（木） 新任学校歯科医・基礎研修 合同研修会（府歯 第６会議室）
 ４ 月23日（木） 第１回総務・管理・福祉 合同部会（府歯 第１・第２会議室）
 ５ 月13日（水） 鶴見区 生きる力をはぐくむ歯・口の健康づくり推進事業説明会（日歯会館）
 ５ 月14日（木） 市学歯 第２回理事会（府歯 第６会議室）
 ５ 月14日（木） 全日本学校保健優良校表彰説明会（府歯 第６会議室）
 ５ 月16日（土） 第66回指定都市学校保健協議会前日歯科保健協議会（名古屋 東急REIホテル）
 ５ 月17日（日） 第66回指定都市学校保健協議会（名古屋国際会議場）
 ５ 月21日（木） 会計監査（府歯 第１・第２会議室）
 ５ 月21日（木） 第１回広報部会（府歯 第１・第２会議室）
 ５ 月21日（木） 阿倍野区支部研修会 フッ化物応用伝達講習会（はりま屋）
 ５ 月23日（土） 西淀川区支部会員研修会（貸会議室ユーズツウ 会議室Ｄ室）
 ５ 月28日（木） 第２回総務・管理合同部会（府歯 第６会議室）
 ５ 月30日（土） 社会見学会（西区 津波・高潮ステーション）
 ６ 月11日（木） 市学歯 第３回理事会（府歯 第６会議室）
 ６ 月20日（土） 市学歯 第１回支部長会（府歯 第６会議室）
 ６ 月25日（木） 市学歯 通常総会（府歯 第６会議室）
 ６ 月29日（月） 大阪市学校保健会 常任理事・理事会　定時総会（大阪府医師会館）
 ６ 月30日（火） 日学歯 第87回通常総会（日歯会館 １Ｆ 大ホール）



 平成　　年　　月　　日

１．貸出器具に○と個数をご記入ください。

２．貸出希望日　※貸出期間は１週間でお願い致します。

 貸出希望　平成　　年　　月　　日～平成　　年　　月　　日（返却）　
３．貸出・返却方法

・教材器具を貸出希望される学校は、事前に電話にて事務局に貸出状況をお問合せく
ださい。そして、この用紙にご記入の上、市学歯へFAXにてお申し込みください。

 FAX：６７７４―０４８８
・貸出は、市学歯事務局まで取りに来ていただくか、または、市学歯から貸出日まで

に宅配いたします。（その際は着払いでお願いします。）
・返却は、事務局へお持ちいただくか、宅配でも結構です。

４．注意事項
・位相差顕微鏡は備品の中の『取扱説明書』や操作方法を録画したCDファイルを参考

にして下さい。また、サンプル画像の入ったCDファイルも同封していますので、口
腔内細菌の説明にお役立てください。

・咬合力計のディスポーザブルキャップは、測定する児童・生徒の人数分の個数を記
入してください。

・かみかみセンサーは小学校低学年用のＳサイズ、小学校高学年以上のＭサイズとも
５台まで貸出できます。

・それぞれの器材の付属品や備品は紛失しないように返却をお願い致します。
５．担当者連絡先
　　　〒543-0033　大阪市天王寺区堂ヶ芝１―３―27　大阪府歯科医師会館内
 大阪市学校歯科医会　事務局　伊牟田　裕加　☎６７７２―８３６２

貸出の有無 器 材 名 商　品　名 個　数
位相差顕微鏡 ペ リ オ ス コ ー プ 貸出は１台のみ

咬 合 力 計
オクルーザルフォースメーター 貸出は１台のみ
ディスポーザブルキャップ 　　　　　　個

お口の万歩計 か み か み セ ン サ ー
Ｓサイズ　　台
Ｍサイズ　　台

顎 　模 　型
歯 み が き じ ょ ー ず く ん 貸出は１台のみ
歯 み が き 指 導 用 模 型 貸出は１台のみ

歯みがき圧測定器 歯 み が き 圧 指 導 器 貸出は２台
糖�度�計 ATAGO ペン糖度・濃度計 ＰＥＮ―J PEN―1ST 貸出は２台
ｐ�Ｈ�計 ＡＴＡＧＯ ＤＩＧＩＴＡＬ ｐＨ ＭＥＴＥＲ 貸出は１台のみ

学校歯科保健教材器具貸出　申込書
校　 園　 名　　　　　　　　　　　　　　

学校歯科医名　　　　　　　　　　　　　　



１．会員研修会
日　　時　平成27年12月５日（土）午後３時～５時
場　　所　大阪歯科大学 天満橋学舎　附属病院
研修内容　講師　元NHK「ためしてガッテン」専任ディレクター

消費生活アドバイザー（経済産業大臣認定）北折　一　氏
演題　保健指導　対象者がガッテンする視点を探ろう（仮題）

２．平成27年度（第56回）大阪市学校歯科保健研究大会
日　　時　平成28年３月３日（木）午後２時～５時
場　　所　大阪府歯科医師会館　大ホール
講演内容　中京大学　スポーツ科学部　教授　湯浅景元
　　　　　演題「トップアスリートから学ぶ子どもの健康づくり」（仮題）

３．市学歯ホームページ更新情報（更新情報の中で主な項目を紹介しています）
※ホームページにおいて 平成26年度の歯・口の健康に関する図画・ポスターコンクー

ル入賞作品を動画で閲覧できるようにしております。
６月26日　学童歯みがき大会をアップロードしました。

・６月４日に開催された学童歯みがき大会に、大阪府歯科医師会附属歯科衛生士専
門学校の学生が派遣されて指導に当たった様子が紹介されています。

６月２日　社会見学会を更新しました。
・市学歯の事業のコーナーで、５月30日に開催されました社会見学会とその懇親

会の様子を紹介しています。
６月１日　指定都市学校保健協議会を更新しました。

・５月16日、17日に名古屋市で開催された指定都市学校保健協議会の様子を掲載
しています。

４月22日　新任学校歯科医研修会を更新しました。
・４月16日に開催された新任学校歯科医研修会の様子を紹介しています。尚、学

校歯科医紹介コーナーで受講された先生を新任校医の表示で紹介しています。
３月２日　大阪市学校歯科保健研究大会を更新しました。

・２月19日に大ホールで開催されました第55回大阪市学校歯科保健研究大会の様
子を紹介しています。尚、中垣晴男名誉教授の講演関連資料もアップロードして
います。

１月26日　新年互礼会並びに受章祝賀会をアップロードしました。
・１月22日に日航ホテルで開催された互礼会と祝賀会の様子を会員専用ページの

お知らせコーナーで紹介しています。

　大阪市学校歯科医会の存亡に関わる住民
投票は、僅差とは言え我々にとっては、有
り難い結果となった。伝統あるこの会を失
くすわけにはいかない。大阪市を廃止し、
５つの特別区に再編するいわゆる「大阪都
構想」、私はこの言葉に違和感を抱いてい
た。大阪市民の意見だけで成立するものか、
疑問であった。隣接する政令都市の堺市や
東大阪市をはじめとする府下の衛生都市の
意見が反映されない。大阪都△△区○○□
□１丁目１番１号、この空白部にはやたら

「東西南北」が挿入され、言いにくく、ま
た聞き苦しくさえなる。
　現知事、現市長は先人の知事、市長、府議、
市議が何もしてこなかったように批判して
いる。維新の会に所属する現府議、現市議

編集後記

第169号　平成27年７月31日　発行
発行所

〒543-0033
大阪市天王寺区堂ヶ芝町1-3-27
大阪府歯科医師会館内

大阪市学校歯科医会
広　報　部

電話　大阪（6772）8362

お知らせ

に２世、３世、親族より継承した人もかな
りいるはずです。自らの親や身内のしてき
たことを批判しているとしか思えない。議
員に魅力を感じ、崇高な思いで継承したの
であれば、今回の言動は許されるものでは
ない。先人の認めるべき点は認め、敬意を
表して自らを律するべきだ。 Ｔ.Ｍ




